
                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～（教育研究所便り「ふれあい」へのご意見やご感想をお聞かせください。）～～～ 

第２号 令和４年８月発行 

発行所 門川町教育研究所 

所 長 新 原 と も 子 

ＴＥＬ ６３－１５６６ 

五十鈴小学校内（教育相談室） 

門川町教育研究所だより 

かどっぴー・がわっぴー・びろっぴー 

 今年度の研究員５名が下記の研究テーマに基づき、所属校で第１回目の研究授業を行いました。 

この授業では、ＧＩＧＡスクール構想により児童生徒一人一台ずつ配置されたタブレットＰＣを

どのように活用すればこれまでの指導方法より有効な学習効果が期待できるかを明らかにすること

をねらいとしています。中でも、協働学習場面での活用方法にポイントを置いて実践しています。 

 コロナ第７波の収束が見えない中で始まった２学期、夏休みを終えた子供たちの様子は如何でし
ょうか？休業中は保護者の皆様にとって我が子の安全面や健康面、対人関係など、心配事が尽きな
かったことと思います。２学期も我が子にしっかりと寄り添い、励まし見届ける姿勢で、成長を支
えていきましょう。 

 

相談電話（門川町教育相談室） 
Tel･Fax ６３－１５６６ 

困った時には，教育研究所「教育相談室」に気軽に電話を

してください。来室相談も受け付けています。 

門川小１年 甲斐美紅先生の授業 五十鈴小３年 甲斐聡先生の授業 

同２年 谷口善康先生の授業 

草川小６年 岩下明弘先生の授業 

門川中１年 金丸美穂先生の授業 

保護者・地域の皆様、先生方へ ～ 教育相談も行っています！ 

 今回は算数・国語・数学・理科の個
別学習・協働学習場面でのタブレット
ＰＣ活用を実践しましたが、この時期
の小学１年生とは思えない操作技術
に驚き、３年から６年となれば様々な
アプリ機能を活用する技術と理解能
力が高まり、スムーズな活用ができて
おり、吸収力の高さに感心したところ
です。中学生は活用リテラシーに個人
差が見られ、活用場面を増やす必要性
も感じられました。 

～保護者の皆様方へエールを送ります！～ 


